
日
本
建
設
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー

(
J
A
C
I
C
)
は
、
被
災
地
支
援
を
視
野
に
、

C
I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)
を
活

用
し
た
復
興
事
業
の
3
次
元
モ
デ
ル
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
対
象
地
区
は
、
旧

北
上
川
河
口
部
(
宮
城
県
石
巻
市
)
と
久
之
浜
地
区
(
福
島
県
い
わ
き
市
)
。
自
治

体
が
作
成
し
た
平
面
計
画
図
に
基
づ
き
、
事
業
完
了
後
の
イ
メ
ー
ジ
を
3
次
元
モ
デ

ル
と
し
て
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
景
観
の
比
較
検
討
や
地
元
と
の
合
意
形
成
な
ど
に

役
立
て
て
い
る
。
今
後
、
岩
手
県
内
の
沿
岸
部
で
も
関
係
機
関
と
調
整
し
な
が
ら
対

象
地
区
を
選
定
す
る
予
定
だ
。

葛
西
敏
彦
J
A
C
I
C東
北
地
方
セ

ン
タ
ー
長
は
「
I
C
T
(情
報
通
信
技

術
)
を
使
っ
た
情
報
共
有
な
ど
、

c
I

M
を
フ
ル
に
活
用
す
る
こ
と
で
異
な
る

機
関
の
事
業
の
整
合
性
が
図
ら
れ
、
効

率
的
な
整
備
が
可
能
と
な
る
。

J
A
C

I
Cが
こ
れ
ま
で
研
究
し
て
き
た
成
果

を
生
か
し
、
被
災
地
復
興
の
役
に
立
ち

た
い
」
と
話
す
。

津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
地
域
の
復
旧
・
復
興
に
当
た
っ
て
は
、

国
や
県
、
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が

JACIC 

2地区で、モデ、ル構築

合
意
形
成
を
迅
速
化

久之浜地区〈いわき市)の防災緑地イメージ図

データモデル

| 比較検討、合意形成の迅速化|

( 施工晶質や施工性の向上 ) 

| 維持管理の高度化 i 

一連の過程における建設関連情報の統合・融合

CIMの概念図

轄
鞍
(
ふ
く
そ
う
)
す
る
こ
と
も
あ
り
、

平
面
的
な
図
面
だ
け
で
は
事
業
の
イ
メ

ー
ジ
が
つ
か
み
に
く
い
。

c
I
Mを
導

入
す
る
ご
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
景
観
を
合
め
た
事
業
の
全
体
像
お
よ

び
細
部
の
イ
メ
ー
ジ
が
可
視
化
で
き
る

た
め
、
比
較
検
討
や
地
元
と
の
合
意
形

成
の
迅
速
化
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
に
よ
り
情
報

共
有
も
進
む
。

一方、

c
I
M
の
活
用
に
よ
る
イ
ン

フ
ラ
施
設
の
維
持
管
理
の
高
度
化
を
目

指
す
J
A
C
I
C
に
と
っ
て
は
、
机
上

の
検
討
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
現

場
で
の
具
体
的
な
問
題
点
を
把
握
で
き

る
こ
と
か
ら
、
自
主
研
究
調
査
と
し
て

被
災
3
県
か
ら
モ
デ
ル
地
区
を
選
定

し
、
災
害
復
旧
か
ら
管
理
ま
で
C
I
M

の
利
活
用
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
と

し
た
。石
巻
市
の
旧
北
上
川
河
口
部
は
、
無

堤
防
だ
っ
た
た
め
、
津
波
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
。
現
在
、
東
北
地
方

整
備
局
が
同
河
口
部
へ
の
築
堤
・
護
岸

整
備
計
画
を
進
め
て
い
る
。

新
た
に
堤
防
を
築
く
こ
と
で
地
域
全

体
の
景
観
が
変
わ
る
ほ
か
、
市
が
行
う

ま
ち
づ
く
り
や
下
水
道
整
備
、
県
道
整

備
な
ど
に
も
影
響
を
与
え
る
。

J
A
C
I
C
で
は
、
「
旧
北
上
川
河

口
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
」
や
地
域
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
の
議
論
を
踏
ま
え

た
事
業
イ
メ
ー
ジ
を

3
次
元
モ
デ

ル
で
構
築
し
、
関
係
機
関
に
提
示
し
て

い
る
。い
わ
き
市
の
久
之
浜
地
区
で
は
、
県

が
復
興
ま
ち
づ
く
り
(
防
災
緑
地
)
を

計
画
。
か
さ
上
げ
復
旧
す
る
海
岸
堤
防

の
内
側
に
健
康
づ
く
り
や
子
ど
も
た
ち

の
環
境
学
習
、
震
災
の
記
憶
伝
承
な
ど

の
機
能
を
備
え
た
大
小
の
広
場
、
遊
歩

道
を
整
備
す
る
。

地
域
住
民
参
加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
で
得
ら
れ
た
意
見
を
盛
り
込

ん
だ
イ
メ
ー
ジ
を
3
次
元
モ
デ
ル
と
し

て
提
供
す
る
こ
と
で
、
事
業
の
早
期
具

体
化
を
支
援
し
て
い
る
。

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1 日経
4 読売
7.産経
10.中部経済
(3)建設通信
16.建設工業
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